
険の被保険者であった間）であること
を確認することができないため。」との
理由により、障害給付の裁定請求を却
下する旨の処分（以下「原処分」とい
う。）をした。

⑶　請求人は、原処分を不服とし、標記
の社会保険審査官に対する審査請求を
経て、当審査会に対し、再審査請求を
した。

第３　当事者等の主張の要旨
　（略）

理由
第１　問題点

１　事後重症請求による障害等級２級の障
害給付の支給を受けるためには、①　障
害の原因となった傷病につき初めて医師
又は歯科医師の診療を受けた日（以下「初
診日」という。）において厚生年金保険の
被保険者であること、②　初診日の前日
において、当該初診日の属する月の前々
月までに国民年金の被保険者期間があ
り、かつ、当該被保険者期間に係る保険
料納付済期間と保険料免除期間とを合算
した期間が当該被保険者期間の３分の２
以上であるか、又は、当該初診日の属す
る月の前々月までの１年間が保険料納付
済期間と保険料免除期間で満たされてい
ること（以下、この②の要件を「保険料
納付要件」という。）、そして、③　裁定
請求日当時におけるその傷病による障害
の状態が国民年金法施行令（以下「国年
令」という。）別表に定める２級の程度に
該当していることが必要とされている。

２　本件の場合、厚生労働大臣が前記「事
実」欄第２の２⑵記載の理由による原処
分をしたことに対し、請求人は、本件初
診日は請求人が厚生年金保険の被保険者
であった平成◯年◯月◯日であると申し
立てて、それを前提とした障害等級２級
の障害給付の支給を求めているのである
から、本件の問題点は、まず、本件初診
日はいつと認められるかであり、次いで、
認定した本件初診日において、請求人は、
厚生年金保険の被保険者であり、かつ、
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主文
　後記「事実」欄第２の２⑵記載の原処分は、
これを取り消す。

事実
第１　再審査請求の趣旨

　再審査請求人（以下「請求人」という。）
の再審査請求の趣旨は、障害等級２級の障
害基礎年金及び障害厚生年金（以下、併せ
て「障害給付」という。）の支給を求めると
いうことである。

第２　事案の概要
　１　事案の概要

　本件は、躁うつ病（以下「当該傷病」
という。）により障害の状態にあるとし
て、障害給付の裁定を請求した請求人に
対し、厚生労働大臣が、後記２⑵記載の
原処分をしたところ、請求人が、原処分
を不服として、標記の社会保険審査官に
対する審査請求を経て、当審査会に対し、
再審査請求をしたという事案である。

　２　本件再審査請求に至る経緯
　本件記録によると、請求人が本件再審
査請求をするに至る経緯として、次の各
事実が認められる。
⑴　請求人は、当該傷病により障害の状

態にあるとして、平成◯年◯月◯日（受
付）、厚生労働大臣に対し、事後重症に
よる請求として障害給付の裁定を請求
した。なお、本件裁定請求書には、当
該傷病の初診日（以下「本件初診日」
という。）は平成◯年◯月◯日であると
記載されている。

⑵　厚生労働大臣は、令和◯年◯月◯日
付けで、請求人に対し、「障害厚生年金
を受給するためには、傷病の初診日が
厚生年金保険の被保険者であった間で
あることが要件の１つとなっています
が、現在提出されている書類では、当
該請求にかかる傷病（躁うつ病）の初
診日が平成◯年◯月◯日（厚生年金保



けた日は「平成◯年◯月◯日　診療録
で確認（Ｈ◯年◯月◯日）」、発病から
現在までの病歴及び治療の経過、内容
等（請求人がＨ◯年◯月◯日に陳述し
たものとして）は「◯◯県で出生療育。
ｃ大学ｄ学部卒業後、平成◯年◯月頃
からうつ状態となる。Ｈ◯．◯．◯～
Ｈ◯．◯．◯の間、ｅ病院ｆ科に通院
するが改善しなかった。意欲低下、易
疲労などの抑制は遷延しており、退職
し帰郷。Ｈ◯．◯月～Ｈ◯．◯月の
間、ｇ病院に通院したが、改善なく、
うつ状態は慢性的に持続し、悪化して
いった。結婚し、Ｈ◯．◯月に転居。
３子もうけるが、抑制症状のため、家
事、育児は困難な面が多々あり、◯◯
から母親が転居し同居。大部分を母親
が担っている。Ｈ◯年頃より気分高
揚、多弁など躁病エピソードが短期間
出現するようになった。その後はうつ
状態が遷延というパターンを繰り返す
ようになった。Ｈ◯．◯．◯に当院を
初診し、Ｈ◯．◯．◯まで通院するが、
うつ状態の改善は認めなかった。抑う
つ、食思不振など顕著となり、希死念
慮も切迫した状態となり、Ｈ◯．◯．
◯に当院を初診し、Ｈ◯．◯．◯まで
入院した。多少の気分の改善は認める
が、抑制症状は持続。ヘルパー、訪問
看護を導入する事となり、自宅に退院。
その後、当院に通院している。」、診断
書作成医療機関における初診年月日は

「平成◯年◯月◯日」、その時の所見と
して「抑うつ気分、不安焦燥の他、意
欲低下、易疲労などの抑制症状は顕著。
希死念慮も伴っている。」と、ｈ病院ｉ
科・Ｂ医師作成の平成◯年◯月◯日付
け受診状況等証明書には、診療録より
記載したものとして、傷病名は「産後
うつ」、発病年月日は「平成◯年◯月◯
日」、傷病の原因又は誘因は「不詳」、
発病から受診までの経過は「前医から
の紹介状はありますか。⇒無　平成◯
年◯月◯日出産。平成◯年◯月頃　マ
タニティーブルー、育児不安等で情緒

保険料納付要件を満たしていると認めら
れるかどうかであり、それが認められる
場合には、裁定請求日における請求人の
当該傷病による障害の状態（以下、これ
を「本件障害の状態」という。）が国年令
別表に定める２級の程度に該当すると認
められるかどうかということである。

第２　当審査会の判断
　１　本件初診日について判断する。

⑴　初診日に関する証明資料は、厚生年
金保険法が、発病又は受傷の日でなく、
初診日を障害厚生年金の受給権発生の
基準となる日と定めている趣旨から
いって、直接その診療に関与した医師
若しくは医療機関が作成したもの、又
はこれらに準ずるものと認めることが
できるような証明力の高い資料でなけ
ればならないと解するのが相当である。

　　また、厚生年金保険法上の障害の程
度を認定するためのより具体的な基準
として、社会保険庁により発出され、
同庁の廃止後は厚生労働省の発出した
ものとみなされて、引き続きその効力
を有するものとされ、当審査会も、障
害の認定及び給付の公平を期するため
の尺度としてそれに依拠するのが相当
であると考える「国民年金・厚生年金
保険障害認定基準」（以下「認定基準」
という。）は、「第１　一般的事項」の

「３　初診日」で、「初診日」とは、「障
害の原因となった傷病につき、初めて
医師又は歯科医師の診療を受けた日を
いう。」としているところ、障害の原因
となった傷病の前に、その傷病と相当
因果関係があると認められる傷病があ
るときは、最初の傷病の初診日をもっ
て、障害の原因となった傷病の初診日
と解するのが相当である。

⑵　本件についてこれをみると、ａ病院
ｂ科・Ａ医師作成の平成◯年◯月◯日
現症に係る同日付診断書には、障害の
原因となった傷病名として当該傷病が
掲げられ、その発生年月日は「平成◯
年◯月　診療録で確認（Ｈ◯年◯月◯
日）」、そのため初めて医師の診断を受



は添付できないとしているものの、そ
れに代わるものとして、同病院の患者
登録画面を提出する。同画面によれ
ば、最終来院は「Ｈ◯／◯／◯外来」、
診療科等は「◯共　最終来院日Ｈ◯／
◯／◯」、「◯内　最終来院日Ｈ◯／◯
／◯　初診算定日Ｈ◯／◯／◯」、「◯
小　最終来院日Ｈ◯／◯／◯」と記録
されている。

　　また、請求人は、初診日に関する第
三者からの申立書（第三者証明）（以下

「第三者証明」という。）２通（平成◯
年◯月◯日に友人のＣが申し立てたも
の及び同月◯日に友人のＤが申し立て
たもの）を提出しているところ、Ｃが
申し立てたものには、請求人の受診状
況などは、直接見て知りましたとした
上で、知っている当時の状況等につい
て、「私が臨床心理士の合格通知を受け
取った時期でしたので、平成◯年◯月
末のころ、Ｅ（注：請求人）は体調不
良を口にするようになりました。そこ
で上記病院（注：ｊ病院）ｍ科を受診
し、服薬治療が開始されました。しか
しながら改善が見られず、不眠や情緒
不安定が継続していました。…」と、
Ｄが申し立てたものには、請求人の受
診状況などは、請求人や請求人の家族
などから平成◯年冬頃に聞いて知りま
したとした上で、知っている当時の状
況等について、「平成◯年の秋にあった
学会に参加している際、Ｅの体調が悪
くなり、会場大学の保健室で休ませて
もらうときに付き添いました。その際
に、体調が最近よくないということを
本人から聞きました。平成◯年冬に、
体調不良で抑うつ状態や不眠もあり、
勤務先のｅ病院を受診していることを
本人から聞きました。当時は体調の悪
化で食事もあまり摂れておらず、痩せ
てしまい、勤務先の仕事へ行くのが
やっとという状況でした。…」と、そ
れぞれ申し立てていることが認められ
る。

　　これら認定した事実を総合勘案する

不安定となられ、ご夫婦で来院。助産
師による傾聴、カウンセリングを受け
られる。」、初診年月日は「平成◯年◯
月◯日」、終診年月日は「不明」、終診
時の転帰は「不明」（注：「初診日以降　
産後うつに対しての受診なし」と付記
されている。）、初診から終診までの治
療内容及び経過の概要は「平成◯年◯
月◯日出産。４カ月後の平成◯年◯月
◯日、不眠、頭痛、体重減少、呕気、
感情の不安定を主訴に来院。産後うつ
と診断し、自宅安静療養の指示、家族、
周囲への育児・家事全般サポートを促
したい。」と、◯◯県が請求人に交付し
た精神保健福祉及び精神障害者福祉に
関する法律第４５条の保健福祉手帳に
は、障害等級は「２級」、交付日は「平
成◯年◯月◯日」、有効期限は「平成◯
年◯月◯日」とそれぞれ記載されてい
る。

　　そして、代理人が代筆し作成した平
成◯年◯月◯日付け病歴・就労状況等
申立書によれば、請求人は、大学院を
卒業後、教育総合センターや中学校で
カウンセラーの契約社員を経験後、ｅ
病院に就職し、心理士として就労して
いたところ、平成◯年秋頃から本を読
んでも頭に入らなくなり何度も同じ所
を読んだり、ダブルブッキングするよ
うになり、眠れなかったり、意欲がわ
かないなどの精神的不調と体調不良が
続き、同年◯月◯日にｅ病院（現ｊ病
院。以下「ｊ病院」という。）を受診
し、投薬治療するが改善せず、心配し
た友人から勧められて、平成◯年◯月
◯日にｋ病院を受診し、同年◯月から
休職するも改善せず、同年◯月に退職
して実家のある◯◯に帰り、ｇ病院に
転院し、その後も、同年◯月頃からは
ｌ病院に、平成◯年◯月からはｈ病院
に転医して治療を継続したとして、本
件初診日は、ｊ病院を初めて受診した
平成◯年◯月◯日であると申し立てる
が、同病院にはカルテ等の診療録が
残っていないため、受診状況等証明書



する。
　以上の理由によって、主文のとおり裁決す
る。

ならば、請求人が本件初診日であると
申し立てるｊ病院を最初に受診した平
成◯年◯月◯日であることを客観的に
裏付ける同病院受診に係る受診状況等
証明書の提出はないものの、同病院の
患者登録の記録、上記のＣ、Ｄが申し
立てた第三者証明の記載内容から、請
求人が平成◯年◯月◯日にｊ病院を受
診した信憑性が高く、同院受診後も複
数の医療機関で治療を継続していたこ
とがうかがわれることも含めて総合的
に判断するならば、本件初診日は、請
求人が申し立てる同日と認めるのが相
当である。

２　保険料納付要件及び障害の程度につい
て判断する。
⑴　本件記録によれば、請求人は、認定

した本件初診日（平成◯年◯月◯日）
において、厚生年金保険の被保険者で
あったこと、本件初診日の前日におい
て、本件初診日の前々月までの１年間

（平成◯年◯月から平成◯年◯月まで
の１年間）のうち、平成◯年◯月から
平成◯年◯月までの５か月は、国民年
金の保険料納付済期間であり、同年◯
月から同年◯月までの７か月は厚生年
金保険の被保険者期間（保険料納付済
期間）であって、保険料納付要件を満
たしていることが認められる。

⑵　次に、本件障害の状態が国年令別表
に定める２級の程度に該当しているか
どうかについて検討するに、保険者代
理人は審理期日において、本件障害の
状態は、国年令別表に定める２級の程
度に該当する旨陳述しており、当審査
会もこれを相当と判断するものである。

３　以上によれば、本件初診日は、平成◯
年◯月◯日と認めるのが相当であり、本
件障害の状態は、国年令別表に定める２
級の程度に該当すると認められるから、
請求人には、裁定請求日である平成◯年
◯月◯日をその受給権発生日とする障害
等級２級の障害給付が支給されるべきで
あり、これと趣旨を異にする原処分は妥
当ではないから、これを取り消すことと




